
連携を実質化させる７つのポイント
「社会貢献」から教育・研究の「社会実践」へ

　大
学
の
連
携
と
い
う
と
、
2
0
2
0
年
度
に
終

了
し
た
地
（
知
）
の
拠
点
大
学
に
よ
る
地
方
創
生

推
進
事
業
（
以
下
C
O
C
+
）
が
記
憶
に
新
し
い
。

42
事
業
が
採
択
さ
れ
、
全
国
各
地
で
自
治
体
や
企

業
、
N
P
O
等
と
協
働
し
て
、
若
者
の
流
出
の
是

正
、
地
方
創
生
、
地
域
の
求
め
る
人
材
養
成
な
ど

の
取
り
組
み
が
実
施
さ
れ
た
。
こ
れ
を
き
っ
か
け

に
、「
我
が
国
の
高
等
教
育
の
こ
れ
ま
で
の
歩
み
に

お
い
て
、
地
域
と
の
関
係
は
、
や
や
も
す
れ
ば
軽

視
さ
れ
、
大
学
は
地
域
の
課
題
解
決
に
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
き
て
い
な
か
っ
た
と
い
っ
て
も
過
言

で
は
な
い
」（
同
総
括
よ
り
）
と
い
う
状
況
が
全

国
的
に
打
破
さ
れ
つ
つ
あ
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　一
方
で
、
最
終
的
に
若
者
の
流
出
を
食
い
止
め

た
指
標
で
あ
る
地
域
就
職
率
や
雇
用
創
出
率
と

い
っ
た
数
値
目
標
は
、
残
念
な
が
ら
達
成
さ
れ
ず

に
終
わ
っ
て
い
る
。

　前
年
10
月
に
文
部
科
学
省
か
ら
出
さ
れ
た
「
地

域
連
携
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
構
築
に
関
す
る
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
」
で
は
、
大
学
の
地
域
連
携
の
現
状
に

つ
い
て
、「
共
通
的
な
課
題
認
識
の
下
で
議
論
が

進
ん
で
い
な
い
」「
地
域
の
課
題
や
デ
ー
タ
が
共

有
さ
れ
て
い
な
い
」「
形
式
的
な
会
議
、
議
論
に

終
わ
っ
て
い
る
」
な
ど
の
課
題
が
指
摘
さ
れ
て
い

る
。
C
O
C
+
の
事
後
評
価
で
も
同
様
に
、「
地

域
の
課
題
や
声
が
十
分
に
反
映
さ
れ
た
取
り
組
み

に
な
っ
て
い
な
い
」「
参
加
機
関
の
協
働
体
制
が

と
れ
て
い
な
い
」
な
ど
の
問
題
点
が
指
摘
さ
れ
た

事
業
も
あ
っ
た
。
本
事
業
の
狙
い
か
ら
す
る
と
、

補
助
期
間
終
了
後
に
地
域
で
の
課
題
が
出
そ
ろ

い
、
そ
の
解
決
に
向
け
た
協
働
体
制
が
構
築
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
が
、
各
大

学
の
状
況
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。

　今
、多
く
の
大
学
は
何
ら
か
の
連
携
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
一
員
に
な
る
だ
け
で
な
く
、自
治
体
や
企
業
、

ま
た
は
大
学
同
士
の
包
括
的
な
連
携
協
定
を
結

ん
で
い
る
が
、そ
れ
ら
は
果
た
し
て
何
の
た
め
か
。

　今
回
事
例
と
し
て
取
材
し
た
大
学
は
い
ず
れ

も
、
地
域
の
課
題
を
解
決
し
、
魅
力
を
高
め
る

こ
と
が
自
ら
定
め
た
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
達
成
に
つ

な
が
る
と
考
え
、
地
域
や
企
業
等
と
協
働
体
制

を
組
ん
で
教
育
・
研
究
活
動
に
取
り
組
ん
だ
り
、

地
域
の
将
来
を
つ
く
る
新
た
な
大
学
づ
く
り
に

挑
ん
だ
り
し
て
い
る
。

　共
通
し
て
い
る
の
は
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催

や
公
開
講
座
の
提
供
と
い
っ
た「
社
会
貢
献
的
な

連
携
」で
は
な
く
、大
学
の
本
務
で
あ
る
教
育
・

研
究
を
よ
く
し
、「
社
会
実
践
」し
て
い
る
こ
と
。

こ
れ
こ
そ
が
、
社
会
の
中
で
な
く
て
は
な
ら
な
い

存
在
感
を
生
み
出
し
、
結
果
的
に
大
学
経
営
の
持

続
を
担
保
す
る
の
で
は
な
い
か
。

　上
記
の
表
は
、連
携
の
実
質
化
の
ポ
イ
ン
ト
を
、

今
回
取
材
し
た
大
学
、
企
業
、
自
治
体
の
声
か

ら
ま
と
め
た
も
の
だ
。
受
験
生
の
地
元
志
向
が

強
ま
る
な
か
、
地
域
か
ら
の
大
学
へ
の
期
待
は

高
ま
り
つ
つ
あ
る
。

　今
こ
そ
、
連
携
の
そ
の
先
を
見
据
え
た
「
自

学
が
な
ぜ
、
こ
こ
に
あ
る
の
か
？
」
と
い
う
意

義
そ
の
も
の
を
問
い
直
す
時
で
は
な
い
か
。
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地域、企業、大学間、高校･･･

連携、その先は。
人口減少、コロナ禍、そしてSociety5.0時代の到来･･･。
このような状況下で、さまざまなセクターと連携し、社会の一員として社会課題の解決にあたって存在感を示す。
これは、志願者減少期における、大学の最良の生き残り戦略になるのではないか。

1

2

3

4

5

6

7

社会貢献型 社会実践型

関係づくり

受け身

頼まれてから動く

自学のリソースだけで
可能な教育

シーズベース

法令順守のための
情報公開

実施回数、協定数等、
実施したことベース

自学の発展のため

当事者

自ら企画して動く

ミッション達成のため
学外のリソースも活用

ニーズベース

社会からの期待、投資を
呼び込むコミュニケーション

地域等の課題解決度合い

写真提供／三条市立大学

目的

関わり方

連携先との関係

教育

研究

情報発信の目的

指標

C
O
C
+
事
業
そ
の
後
を

ど
う
す
る
か
？

大
学
が
、「
こ
こ
に
あ
る
」意
義
を

つ
く
り
直
す


